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●エビデンス

　喫煙は欧米において脳卒中の危険因子であることが報告されており1、2）、日本を含む各

国で行われた32件のコホート研究のメタアナリシスでも喫煙は脳卒中の有意な危険因子で

あることが示されている3）（Ⅱb）。また、このメタアナリシスの病型別解析によれば、喫

煙は脳梗塞とクモ膜下出血の有意な危険因子であるが、脳出血の有意な危険因子ではな

かった3）（Ⅱb）。本邦においても、男性では20本/日以上の喫煙が脳梗塞の危険因子である4）

ことや、ラクナ梗塞5）あるいはアテローム血栓性脳梗塞6）の危険因子であることが報告さ

れている（Ⅱb）。脳卒中のリスクは喫煙本数が多いほど大きくなり1-3）（Ⅱb）、5～10年間の

禁煙により脳卒中のリスクは低下する2、7）（Ⅱa-Ⅱb）。

　本邦では、Japan Public Health Center-Based Prospective Study on Cancer and Cardio-

vascular Disease（JPHC Study）の中の40～59歳の喫煙者461,761例において脳卒中の発症

を調査した結果によれば喫煙の相対危険度は、男性では全脳卒中1.27（95％CI 1.05～1.54）、

脳梗塞1.66（95％CI 1.25～2.20）、脳出血0.72（95％CI 0.49～1.07）、クモ膜下出血3.60（95％

CI 1.62～8.01）であり、女性では全脳卒中1.98（95％CI 1.42～2.77）、脳梗塞1.57（95％CI 0.86

～2.87）、脳出血1.53（95％CI 0.86～4.25）、クモ膜下出血2.70（95％CI 1.45～5.02）であった。

男性では喫煙本数が増えると脳卒中の発症が増える用量依存性がみられた6）（Ⅱa）。

　受動喫煙も心臓病の危険因子になることが知られている8）。いくつかの研究では、受動

喫煙が脳卒中の危険因子にもなるとする報告がある9、10）（Ⅱb）。受動喫煙を避けることに

より脳卒中と他の心血管イベントのリスクは減少する11、12）（Ⅱa）。

　禁煙を継続するためのニコチン置換療法、社会的禁煙教育の組合せは、禁煙に有効なア

プローチである13-15）。経口禁煙薬バレニクリンは、二重盲検試験でプラセボ49.6％に対し

て実薬群は70.5％と禁煙の達成率が有意に高かった。本邦でも認可承認され使用可能に

なった16）。
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推　奨

1． 喫煙は脳梗塞・クモ膜下出血の危険因子であり、喫煙者には禁煙が推奨される（グ

レードA）。

2． 受動喫煙も脳卒中の危険因子になりうるので、受動喫煙を回避する必要がある

（グレードC1）。

3． 喫煙者には禁煙教育、ニコチン置換療法、経口禁煙薬が推奨される（グレードB）。
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